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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 

 本論文は、インドネシア共和国（以下インドネシアとする）の教員養成段階における技術的

教授学的内容知識（Technological Pedagogical Content Knowledge: TPACK)の測定方法を開

発する研究である。 

 1 章では問題の所在を明らかにし、近年注目が集まりつつある教授学的内容知識について、イン

ドネシアにおいて教員養成段階での測定方法が開発されていないことが明らかにされた。2 章では

先行研究をまとめ、技術的知識、教授学的知識、内容的知識、技術内容知識、技術的教授的知識、

教授学的内容知識等整理を行いその重要性について述べた。3 章では、現時点でその測定方法につ

いて検討した。過去の先行研究から 7要素について、28因子 116項目からなる質問紙を用意し、1628

人の教員に調査し、探索的因子分析と確認的因子分析を用いて構成概念妥当性を検証することとし

た。第 4章においては収集されたデータを元に 49 項目は妥当性が得られず、67 項目については妥

当性が認められる測定質問紙が成立したことが報告された。この結果に基づいて 5 章においては、

これらの測定方法によって検出される TPACK の問題は、将来の教員となる養成段階の学生に重要

な影響を与えられるものと思われ、より妥当な測定方法が検討されることが求められると提言した。 

 以上のような内容を持つ本論文は、インドネシアの理科教員養成に対する新たな知見を提供

する有意義な研究と評価され、本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格

があると認められる。 

 


